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～支部事務局のご案内～ 
 

北海道医療ソーシャルワーカー協会は９つの支部によって構成されています。詳しくは

お近くの各支部事務局へお問い合わせ下さい。

 

【【【【札幌支部連絡協議会札幌支部連絡協議会札幌支部連絡協議会札幌支部連絡協議会】】】】    

〒０６０－０００１ 

札幌市中央区北１条西９丁目 

リンケージプラザ４Ｆ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ  

０１１－２６１－７１５１ 

 

●札幌札幌札幌札幌のののの各支部連絡先各支部連絡先各支部連絡先各支部連絡先 

・・・・中央中央中央中央ＡＡＡＡ支部支部支部支部（（（（南区南区南区南区・・・・豊平区豊平区豊平区豊平区））））    

〒０６２－００３４ 

札幌市豊平区西岡４条４丁目 

１－５ 

老健 アメニティ西岡  

支援相談課内 

ＴＥＬ  ０１１－８５４－５５１０ 

ＦＡＸ  ０１１－８５４－３４２５ 

    

・・・・中央中央中央中央ＢＢＢＢ支部支部支部支部（（（（北区北区北区北区・・・・中央区中央区中央区中央区・・・・石石石石

狩狩狩狩などなどなどなど））））    

〒０６０－００６２ 

札幌市中央区南２条西１９丁目 

同交会病院 医療相談室内 

ＴＥＬ  ０１１－６１１－９１３１ 

ＦＡＸ  ０１１－６２１－４５３７ 

    

・・・・中央中央中央中央ＣＣＣＣ支部支部支部支部（（（（白石区白石区白石区白石区・・・・東区東区東区東区））））    

〒０６５－８６１１ 

札幌市東区北１２条東３丁目 

３－３１ 

天使病院 

ＴＥＬ  ０１１－７１１－０１０１ 

ＦＡＸ  ０１１－７５１－１７０８ 

    

    

    

    

    

・・・・中央中央中央中央ＤＤＤＤ支部支部支部支部（（（（厚別区厚別区厚別区厚別区・・・・清田区清田区清田区清田区・・・・

北広島北広島北広島北広島・・・・江別江別江別江別・・・・恵庭恵庭恵庭恵庭・・・・千歳千歳千歳千歳などなどなどなど））））    

〒０６８－００３０ 

岩見沢市１０条西２１丁目２番地 

老健 北翔館 支援相談室内 

ＴＥＬ  ０１２６－３２－２１７７ 

ＦＡＸ  ０１２６－３２－２１５０ 

 

・・・・中央中央中央中央ＥＥＥＥ支部支部支部支部（（（（西区西区西区西区・・・・手稲区手稲区手稲区手稲区・・・・小小小小

樽樽樽樽・・・・    倶知安倶知安倶知安倶知安・・・・岩内岩内岩内岩内・・・・余市余市余市余市などなどなどなど））））    

〒０６３－０８１１ 

札幌市西区琴似１条５丁目１－１ 

静和記念病院 医療相談室内 

ＴＥＬ  ０１１－６１１－１１１１ 

ＦＡＸ  ０１１－６３１－６２７１ 

    

【【【【日胆支部日胆支部日胆支部日胆支部】（】（】（】（室蘭室蘭室蘭室蘭・・・・登別登別登別登別・・・・伊達伊達伊達伊達・・・・

苫小牧苫小牧苫小牧苫小牧・・・・洞爺洞爺洞爺洞爺・・・・白老白老白老白老・・・・浦河浦河浦河浦河などなどなどなど））））    

〒０５０－００７６ 

室蘭市知利別町１丁目４５番地 

新日鐵室蘭総合病院  

医療福祉相談室内 

ＴＥＬ・ＦＡＸ （直通） 

０１４３－４７－４３３７ 

    

【【【【南支部南支部南支部南支部】（】（】（】（函館函館函館函館・・・・八雲八雲八雲八雲・・・・瀬棚瀬棚瀬棚瀬棚なななな

どどどど））））    

〒０４２－８６７８ 

函館市湯の川町１丁目３１－１ 

函館渡辺病院 医療福祉課内 

ＴＥＬ・ＦＡＸ （直通） 

０１３８－５９－４１９８    

    

    

【【【【東支部東支部東支部東支部】（】（】（】（釧路釧路釧路釧路・・・・帯広帯広帯広帯広・・・・根室根室根室根室なななな

どどどど））））    

〒０８５－０００７ 

釧路市堀川町８番４３号 

老人介護支援センター 

ひまわり内 

ＴＥＬ  ０１５４－２４－２１３３ 

ＦＡＸ  ０１５４－２３－７６６５ 

 

【【【【北支部北支部北支部北支部】（】（】（】（旭川旭川旭川旭川・・・・富良野富良野富良野富良野・・・・北見北見北見北見・・・・

網走網走網走網走・・・・紋別紋別紋別紋別・・・・稚内稚内稚内稚内・・・・滝川滝川滝川滝川などなどなどなど））））    

〒０７０－００３２ 

旭川市２条通３丁目９４番地 

旭川２・３ビル１Ｆ 

株式会社  

ジャパンケアサービス 

 ハッピー旭川 

ＴＥＬ  ０１６６－２７－３８１１ 

ＦＡＸ  ０１６６－２０－４５０５ 
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事務局 北海道医療ソーシャルワーカー協会 

北祐会神経内科病院 医療福祉部内 

札幌市西区二十四軒２条２丁目４-３０ 

http://sar-jp.com/msw/ 

 

                                                      

巻頭言巻頭言巻頭言巻頭言・・・・高次脳機能障害者高次脳機能障害者高次脳機能障害者高次脳機能障害者のののの支援支援支援支援ととととＭＳＷＭＳＷＭＳＷＭＳＷについてについてについてについて    
 

 

時計台病院時計台病院時計台病院時計台病院    名誉院長名誉院長名誉院長名誉院長        大島大島大島大島    峻峻峻峻    

  

平成１３年度から１５年度までの３年間、「高次脳

機能障害者社会復帰支援モデル事業」が、北海道

と札幌市を含めた全国１２ｹ所の実施主体（１５自治

体）において実施された。北海道では地方拠点病院

として北大病院が、社会復帰施設としてリハビリテ

ーションハウス手稲と小規模作業所「コロポックル」

が指定され、実態調査と 33 件の症例登録が行われ

た。 

この結果、①診断基準の策定、②標準的治療プ

ログラムの作成と医療サービスの提供、③福祉サ

ービスの提供などについて検討・提言され、北海道

では「北海道障害者基本計画」の中に高次脳機能

障害への対応が追加され、平成１６・１７年度にもモ

デル事業を継続し対応手法の検証・改良を実施す

ることになった。特に支援体制の整備として高次脳

機能障害支援コーデｲネーターの育成・活用の重要

性が強調されている。 

支援コーデｲネーターは“それぞれのケースにつ

いて支援計画の策定や支援の実施について継続

的に調整する者”とされ、各地区の特色や実情に合

わせた支援ネットワークに応じて調整を進める必要

がある。神奈川県や名古屋市では自治体立のリハ

ビリセンターを中心に組織的な取り組みが行われて

いるが、リハビリセンターがない北海道では、地域リ

ハビリ支援体制（北海道リハビリ支援センターとして

平成１５年度に北海道総合在宅ケア事業団と札幌

医大が指定された）と協力しながらこれを活用し、独

自の支援コーデｲネーター制度を育てていく必要が

ある。 

このコーデｲネーターにはＭＳＷのほか、医師、

看護師、臨床心理士、生活指導員などが想定され

ているが、何よりも大切なことは早期の適切な対応

であり、広い北海道ではフットワークの良さが求めら

れている。わが国では介護保険が始まってから、高

齢者や痴呆老人に対して適切な対応ができる専門

職は著しく増加したが、高次脳機能障害に関して専

門的な知識があり対応が出来る人（支援コーデｲネ

ーター）は非常に少ない。数を増やす努力はもちろ

ん必要であるが、少ない専門職を有効に生かすた

めには、職域を越えたお出かけサービスが是非とも

必要であると考えている。 

ＭＳＷの中から高次脳機能障害に強い人（支援

コーデｲネーター）が生まれ、地域リハビリ広域支援

センターの講師バンクに登録され、職種間で指導的

役割を発揮してくれると同時に地域での人材派遣に

も協力していただける（フットワーク）事を期待してい

る。 
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““““高次脳機能障害者高次脳機能障害者高次脳機能障害者高次脳機能障害者ののののソーシャルワークソーシャルワークソーシャルワークソーシャルワーク援助援助援助援助””””    

            

 －－－－私私私私たちはたちはたちはたちはスーパーマンスーパーマンスーパーマンスーパーマン！！－！！－！！－！！－    

    

    

                                            北海道大学病院北海道大学病院北海道大学病院北海道大学病院        リハビリテーションリハビリテーションリハビリテーションリハビリテーション部部部部        小西利千子小西利千子小西利千子小西利千子

 

 

―「私たちスーパーマンでない」― 

 厚生労働省が実施している高次脳機能障害モデ

ル事業の支援コーディネーターとして採用されて３ヶ

月がたちました。まだ自分が何をどうしていったら良

いのか、わからないというのが正直なところです。 

 が、ソーシャルワーカーに対する期待の大きさは

就職した日から感じています。 

 モデル事業を行っている大阪府が行ったアンケー

ト調査の結果が手元に届き、目を通して私が思わ

ずつぶやいた言葉は「私たちスーパーマンでない」

でした。 

 「ソーシャルワーカーの知識が浅く一般的だった」

「ソーシャルワーカーの勉強不足、理解不足、知識

不足」等などと手厳しく、私にはケースの前で一生

懸命対応していたであろう仲間の姿が目に浮かび

ました。が、どんなに一生懸命であろうと、患者さん

や家族の期待にこたえなければ一般的な対応＝期

待はずれの対応に終わってしまいます。 

 

 ―私たちソーシャルワーカーに求められるもの― 

 私が着任して程なくお会いしたのは、十数年来

「高次脳機能障害」の患者さんをみてきたご家族で

した。 

 それまで出会ったソーシャルワーカーや行政の人

たちも熱心に相談に乗ってくれました。が、何か釈

然としないものがあり、いつも何か胸につかえが残

っている気がしていたといいます。 

 私は始めての面接でもあったのでとにかく家族の

お話に耳を傾けました。その上で、やっと最近「高次

脳機能障害」が障害として取り上げられてきたこと、

がまだまだ（矛盾した言い方だが）障害が理解され

ていないこと、それゆえこの障害に対する制度など

が整備されていないことなどを説明しました。 

 そこでご家族も十数年前何の説明も対応もされな

かったこと、どこへ行ってもあっちこっちと回されて

「難しいね」と言われたことがやっとわかったと言っ 

 

    

    

てくださいました。 

 私たちはケースを目の前にするとどうしても要求を

先取りして、これにはこれをと制度の当てはめをし

ていることがないでしょうか？自分（ソーシャルワー

カー）はわかっているので、だから「難しい」と言って

しまうけれど、経過を知らない患者さんや家族はな

んだかわからない、となってしまいます。 

 私たちソーシャルワーカーに求められるのは、高

次脳機能障害の患者さんに限らず言えることです

が、まずゆっくり話に耳を傾けることだと考えます。

何か形になるものを示そうとあせらなくて良いです。

手帳の取得や年金の受給援助は大切なことですが、

「どうしてこんなことになったんだろう」と、思い悩み、

これからどうしようと真剣に考えている患者さんや

家族の話を聞いて受け止めてください。もちろん傾

聴し共感だけでは聞き上手に終わってしまいます。 

 が、そこから援助が始まります。この間高次脳機

能障害の患者さん、ご家族が一様に言うのは「この

病気を理解してもらえない」という言葉です。一人一

人違う障害を理解し、その上で必要な援助はない

か、活用する援助がないときはわかりやすく説明し

ごまかさないことです。 

 もし、ソーシャルワーカー自身が高次脳機能障害

についてわからなければ一緒に学習しましょう。 

 

 ―空を飛べないスーパーマン― 

 いくら私たちソーシャルワーカーが受け入れようと

がんばってみても、職場内の同意や理解を得られ

ないと受け入れることはできません。自分が知った

情報や現状をどうか周りに広めてください。私たち

の援助を必要とし期待している患者、家族は私たち

が思っている以上に周りにたくさんいます。 

 私たちは空を飛べないし、変身もできないけれど、

求められるのならスーパーマンにならなくてはいけ

ないのかもしれません。 
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高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害へのへのへのへの MSWMSWMSWMSW としてのとしてのとしてのとしての理解理解理解理解・・・・支援支援支援支援    
 

    

    

    

                        高橋脳神経外科病院高橋脳神経外科病院高橋脳神経外科病院高橋脳神経外科病院            永石信介永石信介永石信介永石信介    

    

    

    

私を含め高次脳機能障害という病気を、実はとて

も曖昧に受け止めていたところがあります。そのた

め北海道医療ソーシャルワーカー協会の医療福祉

活動部による呼びかけにより、高次機能障害者へ

の支援について考える部会が発足、これはと思い

参加をいたしました、私は脳神経外科病院勤務とい

うことでもあり、自分自身が少しでもこの高次機能

障害について理解し、今後よりよい情報の提供・援

助につなげていければと思うところであります。 

 今回この部会が活動するに当たり、MSW 立場か

ら果たす役割について述べたいと思います。 

 まず高次機能障害とは、病気や事故によって脳に

損傷を受け、認知機能障害や情動障害のため、社

会に適応できない障害者を総称して「高次脳機能

障害者」といいます。特に近年事故の増加と医療の

進歩により、生還する人が増加しています。生還者

の中には高次機能障害者が大勢いるのが現状で

す。 

 しかし、MSW の中でも高次脳機能障害という病気

については聞いたことはあっても、その発生原因・

障害による問題や対処・対応方法については理解

されにくい事もあります。 

 この状況では、MSW として高次機能障害について

理解している人、聞いたことはあるがよく知らない、

わからないなどの個人差が生まれてしまい、知らな

いと言うことにより、高次機能障害者への適切な援

助ができないなどにつながりかねないのも現実とし

てあるのです。 

 これにより弊害が生じては、そこに暮らす高次機

能障害者や高次機能障害と理解されていない方々

に対し、MSW が援助していく上で困るのではないか、

また、高次脳機能障害は脳外科疾患だけではなく、

割に身近に存在すると言うこと、つまり MSW 誰にで

も関わる可能性があり、高次脳機能障害を持つか

たが地域で生活していく限り、MSW の関わりとして

も今後様々な立場で、個々に対応していく可能性も

あると言うことでもあります。それは今後、MSWが高

次機能障害を理解し、どういう病気なのかを今一度

知るということで、援助、アプローチの方法が一本

化していくことで、安心して相談に行くことができる

のではないのか。 

 MSW が今後これから先、高次脳機能障害を知っ

てもらうためのソーシャルアクションを起こすことが、

MSW としての役目・役割を担っていくのではないの

でしょうか。 

 まだ高次機能障害者への支援について考える部

会も始まったばかりですが、将来 MSW として何らか

のアクションにつながれば、ほかの MSW に対し、情

報として伝えていくことになり、高次脳機能障害者

への援助につながっていくものと信じていきたいも

のです。 

 平成１３年度から高次脳機能障害者支援モデル

事業が、今後２年延長にされたことに伴い、北海道

大学医学部付属病院 リハ科 SW 小西さんと、今

後高次機能障害者に関する情報について連携しな

がら、高次機能障害者への支援について考える部

会としても、協力していく体制を作っていきたいと思

います。 
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